
学院への援助と共に
尚絅誌が届きます。

尚絅学院後援会は、「尚絅誌の発行」と「学院への援助」を
　  行っている支援団体です。学院を応援してくださる
　　方ならどなたでもご加入いただけますので、
　　ご協力の程お願い申し上げます。

※9月のみ通常号・入募集特集号同時発行

手数料無料の振込用紙がございますのでご利用ください。

5月 7月 9月 12月 2月

2,000 02230-3-2116円／年
郵便振込口座NO

（年6冊 5回発送）

年 会 費 納入方法

　昨年から今年にかけてマイナスの天
気になることもあまりなく、比較的暖か
い日が続いています。これが温暖化の
影響なのでしょうか。雪が降らないのも
心配ですが、でも、入試の時にたくさん
降られては大変です。過去に、入試の日
に大雪が降り、交通機関がみだれ試験
時間を遅らせたことがありました。せめ
て1月の入試期間までは暖かい日が続
いてくれるよう願いたいです。そして、こ
の尚絅誌が発行されるころには、合格
者も決まり、何名尚絅を希望してくれる
のかを待ちながら、新しい生徒を迎える
準備も始まります。 （Y･O）

※尚絅誌購読中の方で、氏名・住所等変更された場合は、ご連絡ください。
※記事を読んでの感想・懐かしい思い出のお写真、楽しい情報等もお待ちしています。
　お手紙・おハガキ・TEL・FAX・E-mailにてご連絡ください。

数年分をまとめてのお申し込みも、お待ちしております。

TEL022-381-3342   FAX022-381-3467
U R L：http://ap.shokei.jp/dk/
E-mail：koenkai@shokei.ac.jp

〒981-1295 宮城県名取市ゆりが丘4-10-1 
尚絅学院後援会
事　　務　　局

尚絅学院大学

大学入試広報課
Mail   koho@shokei.ac.jp

TEL  022-381-3311／FAX  022-381-3325
お申込み・お問合せ

高校1･2年生のためのOPEN CAMPUS
～「楽しく」進路を考える1日～

佐々木　鶴吉様（96歳）
（大学事務部職員　佐々木未央様ご祖父）
12月13日逝去されました

太田　健助様（88歳）
（大学・人間心理学科教員　太田健児様ご尊父）
1月22日逝去されました

室井　君子様（77歳）
（大学事務部職員　堀籠洋一様ご岳母）
1月22日逝去されました

　聖なる歌声！
「オープニングコンサート」

【実施企画】

　尚絅に触れる!
「SHOKEIまるごと紹介」

　気になる学科をチェック!
「学科オリジナル企画」
 ～学科紹介企画も実施します♪～

　SHOKEIライフがわかる！
「先輩とのキャンパスツアー
　                   ＆プチ懇談」
　迷ったらココ!

「何でも相談コーナー」
　学生スタッフ主催!

「帰る前の運だめし! 高校生だらけのビンゴ大会☆」

例年行っている、合同卒業ライブが今年も行われます。
高校3年生の旅立ちを、他校との熱い演奏でお祝いします。
是非お越しください。

（三校合同卒業ライブ）～live in enn vol.10～

お問合せ

場　　所

チケット

日　　時

2017年5月28日日16時開演
尚絅学院中学・高等学校礼拝堂

（八幡校舎）

H.シュッツ作曲
Musikalische Exequien「音楽による葬送」
指　　揮／鈴木 優子　   オルガン／今井 奈緒子
D.ブクステフーデ作曲
Membra Jesu nostri 「キリストの5つの御身体」
指揮･ヴァイオリン／寺神戸　亮
ソリスト／鈴木 美紀子、高橋 絵里、広瀬 奈緒、
　　　　鈴木　真衣、他

2017年3月23日㊍
（内容、日時、時間は予告なく変更される場合があります。）

￥200（Drink￥300）
LIVE HOUSE enn2nd
〒980-0021　仙台市青葉区中央二丁目7-11
仙台ストックマンビル4F
（地下鉄広瀬通り駅  東1出口より徒歩1分）
尚絅学院高等学校　軽音楽部顧問　平澤 和昭

TEL：022-264-5881

Graduation LIVE!!Graduation LIVE!!Graduation LIVE!!Graduation LIVE!!

オープンキャンパスの案内

3月12日日 12：30～16：00

会　場

入場料 3000円（当日券3500円）

後　援／尚絅学院中学・高等学校、仙台日独協会
チケット取り扱い／ヤマハ・カワイ・藤崎・
　　　　　　　　ゴスペルショップ「オアシス」
お問合せ先／☎090-6625-7656　鈴木まで

《 曲　目 》

尚絅学院大学チャペル基金について

問／総務課 ☎022-381-3333 mail：somuka@shokei.ac.jp

　この基金は、故渡部治雄学長からのご寄付をもとに大学
礼拝堂での学生キリスト教活動の活性化を願い、2015年度
に創設されたものです。これまで大学礼拝内での学生賛美
のための楽器購入などに基金が用いられてきました。
　これからも渡部先生の願いを受け継ぎ、さらに大学でのキ
リスト教活動を活発にしていくために当基金へのご寄付を皆
様にお願いしたいと思います。
　ご寄付に対するお問合せは、尚絅学院大学総務課までお
願い申し上げます。
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中学校・高等学校 新体育館とグランド完成

学校行事報告

この春はばたいていく
       尚絅学院卒業生のみなさんへ

同窓会コーナー拡大版

情報掲示板

　　　はばたき
2011年尚絅学院大学生活環境学科　卒業
ストップ温暖化センターみやぎ／吉田 美緒さん

卒業生コラム

 教職員エッセイ  梅の花
中高教員／長田 可奈

輝き 
大学・民俗舞踊クラブもくもく

中学校・高等学校／クリスマス礼拝

今号の言葉 宗教主任からのメッセージ vol.
512 

2017年（平成29年）
2月10日発行

尚絅とみんなをつなぐコミュニケーション誌
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校舎棟

八幡グランド

ソフトボール

広瀬グランド

体育館棟
テニス
コート

弓道場

全体配置図

吹抜
サブ

アリーナアリーナ

部室倉庫

地中基礎部分
教官室

駐車場

剣道場
部室

●倉庫
●サブアリーナ

●剣道場
●駐車場

●教官室 ●部室 ●倉庫
●トイレ・更衣室（シャワー付）
●メインアリーナ

バスケット
バドミントン
バレーボール

1面
3面
1面

バスケット
バドミントン
バレーボール

2面
8面
2面

2階 3階1階
体育館平面図

中
学
校
・
高
等
学
校
　
事
務
長
　
菊
池 

雅
人

  　

 
中
学
校
・

  　

 

高
等
学
校

新体育館外観

新
グ
ラ
ン
ド（
広
瀬
・
八
幡
）完
成

体
育
館
と

SHOKEI Vol.512

　
２
０
１
５
年
夏
か
ら
解
体
を
進
め
た
広
瀬
校
地
内
の
旧
校
舎
跡
地
に
、２
０
１
６
年

7
月
末
に
新
体
育
館
が
完
成
し
た
。ち
ょ
う
ど
南
校
舎
が
建
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
新
体
育
館
は
延
べ
床
面
積
２
８
１
４・４
４
㎡
で
、鉄
骨
地
上
3
階
建
て
の
建
物
で
あ

る
。設
計
に
あ
た
っ
て
は
、澱
橋
か
ら
み
て
、左
手（
西
側
）に
新
校
舎
、そ
し
て
右
側（
東
側
）

に
新
体
育
館
が
同
じ
よ
う
な
存
在
感
で
並
び
立
つ
よ
う
に
し
た
。な
お
広
瀬
川
に
面
す
る

建
物
南
側
壁
面
に
は
、校
舎（
礼
拝
堂
）側
に
は
十
字
架
を
、体
育
館
側
に
は
尚
絅
の
青
い

ロ
ゴマ
ー
ク
を
設
置
し
、全
体
と
し
て
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
相
応
し
い
よ
う
な
も
の

と
し
た
。内
部
は
、一階
に
剣
道
場
、二
階
に
エン
ト
ラ
ン
ス
と
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
等
、そ
し
て

3
階
に
は
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
と
い
う
仕
様
で
あ
る
。

　
体
育
館
に
は
次
の
よ
う
な
特
徴
的
な
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。

①
ア
リ
ー
ナ
に
は
競
技
中
に
直
接
光
が
目
に
入
ら
な
い
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
を
配
置
し
た
こ
と
。

②
広
瀬
川
の
風
が
通
り
ぬ
け
る
よ
う
に
南
北
に
大
き
な
窓
を
設
け
た
こ
と
。

③
メイ
ン
ア
リ
ー
ナ
に
は
、壁
に
入
れ
込
ん
だ
ベン
チ
を
多
数
設
け
利
便
性
を
は
かっ
た
こ
と
。

④
床
に
は
、国
際
規
格
の
最
新
の
材
料
を
使
っ
た
こ
と（
塩
ビ
弾
性
ス
ポ
ー
ツ
床
材
）。

　
ま
た
広
瀬
お
よ
び
八
幡
の
両
グ
ラ
ン
ド
で
は
、次
の
整
備
を
行
っ
た
。

①
広
瀬
グ
ラ
ン
ド
ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
二
面
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
、弓
道
場
、グ
ラ
ン
ド
照
明（
テ

ニ
ス
、ソ
フ
ト
）

②
八
幡
グ
ラ
ン
ド
ー
サッ
カ
ー
コ
ー
ト（
80
ｍ
×
43・5
ｍ
）、２
０
０ｍ
ト
ラッ
ク（
４
レ
ー
ン
）、

幅
跳
び
レ
ー
ン
、正
門
及
び
道
路
沿
い
の
外
灯
、駐
輪
場
用
の
西
門

　
以
上
を
も
っ
て
、実
質
的
に
２
０
１
１
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
中
高
の
校
舎
建
設
計
画
の

一切
が
終
了
す
る
。計
画
の
開
始
か
ら
、旧
校
舎
の
解
体
、新
築
を
繰
り
返
し
て
早
く
も

6
年
が
た
っ
た
が
、こ
の
間
、周
辺
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
長
い
間
断
続
的
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
た
。生
徒
に
も
不
便
な
思
い
を
さ
せ
た
が
、そ
れ
も
よ
う
や
く
終
了
し
た
。八
幡
グ

ラ
ン
ド
の
本
格
的
な
利
用
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、広
瀬
グ
ラ
ン
ド
で
は
す
で
に
活
発
な
利
用

が
な
さ
れ
て
い
る
。春
頃
か
ら
は
両
校
地
全
体
の
生
徒
の
動
き
が
よ
く
見
え
る
開
放
的
な

学
校
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
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   　　　剣 道 場

　

旧
体
育
館
は
創
立
80

周
年
記
念
事
業
と
し
て

建
設
さ
れ
、
竣
工
は

１
９
７
４
年
春
の
こ
と
だ
っ

た
。
総
面
積
３
１
９
５
㎡

は
、
当
時
東
北
地
方
最

大
の
規
模
で
、地
階
に
は

一
階
ま
で
吹
き
ぬ
け
の
小

体
育
館
、二
階
に
は
大
体

育
館（
当
時
の
表
現
）が

整
備
さ
れ
た
。
さ
ら
に

１
９
７
６
年
に
は
、グ
ラ
ン

ド
側
に
面
す
る
南
側
を

全
天
候
型
助
走
路
と
し

て
整
備
し
た
。
教
職
員

が
タ
ー
タ
ン
と
呼
ん
で
い

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

当
時
、八
幡
校
地
に
は
宣
教
師
館
や
、短
期
大
学
家
政
科
が
あ
っ
た
た

め
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ・ビ
ル
や
通
称
新
館
、理
学
館
な
ど
も
建
って
い
て
、白
衣（
実

験
用
）の
女
学
生
が
校
地
内
を
闊
歩
し
て
い
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
向
か
い
側
の
中
島
丁
北
側
に
は
、寄

宿
舎（
本
館
、新
館
）も
あ
り
、中
高
生
も
多
く
往

来
し
て
い
た
。

　

そ
の
後
は
、天
井
灯
の
交
換
、床
の
張
替
え
、耐

震
工
事
、ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散
防
止
な
ど
様
々
な
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
な
が
ら
利
用
し
て
き
た
が
、す
で

に
築
後
40
年
を
越
え
、設
備
は
古
く
ほ
こ
ろ
び
が

目
立
っ
て
き
た
。

　

そ
し
て
校
舎
建
設
計
画
の
中
で
、こ
の
場
所
は
グ

ラ
ン
ド
と
す
る
こ
と
に
な
り
、解
体
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
あ
わ
た
だ
し
く
引
越
し
を
終
え
、お
別
れ
の

閉
館
式
を
行
っ
た
の
は
２
０
１
６
年
8
月
19
日
の
こ

と
だ
っ
た
。
な
お
、同
日
に
は
広
瀬
校
地
に
完
成
し

た
ば
か
り
の
新
体
育
館
の
竣
工
式
も
行
わ
れ
た
。

旧体育館について
中学校・高等学校　事務長　菊 池  雅 人
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  サブアリーナ

   メインアリーナ

   弓 道 場

   広瀬グランド
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　これまでの30余年を振り返り、アナ

ログ人間の私は戸惑うことばかりである。

働き始めたころプリントは謄写版印刷

で１枚１枚、インクで手を汚しながら作

り上げた。原稿も手書きでヤスリ盤の

上に原紙を置き鉄筆で書く、カリカリと

いう音が蘇ってくる。ガリ版とも言われ

たこれを知る世代も限られるであろう。

それからワープロとなり、現代のパソコ

ンへと変貌してきた。人工知能（ＡＩ）が

話題となっている昨今、「取り残されて

いる」という思いは更に強くなる。

　21世紀の折り返しになる2050年は

どのような社会となっているのであろうか。

日本の労働人口の49％が10～20年

後にはＡＩやロボットなどに置き換えられ

る可能性が高いと言われ、進化し続け

る社会が予想される。一方で「知」「美」

「愛」といった人間でしか行えない創造

性や精神性はディープラーニングでも

及ばないとも指摘されている。何やらほ

っとする。

　教育に携わる者として、単に知識だ

けを教えるような「機械」にはなりたくな

いと思いながら、次世代を担う子どもた

ちをどのように育てたらいいのか自問

自答する毎日である。どのような人生を

歩むのか、その答えを考えだすのは当

人たちなのだが、その端緒を開くことの

重責をずっと感じている。

　さりながら、ガリ版のアナログ人間

の私でもデジタルの大波を乗り切って

きた。ましてや、デジタル社会に生まれ、

ライン等で他者と濃密に接することに

慣れている子どもたちは前向きかつ強

かな社会人になっていくであろう。新た

な時代の幕開けとそこで活躍する人材

が育つことについては憂いを全く持た

ない。

「AI 社会の到来」

大学・民俗舞踊クラブもくもく
Vol.10

　私たちは子ども学科の安藤先生指導のもと国内外の民

俗舞踊を取り上げ、踊りやお囃子の習得・発表を目指し活

動をしています。主に、秋田県の西
に し も な い

馬音内盆踊り、鳥取県

の因幡の傘踊りを中心に練習を行っています。

　毎年6月と7月には、仙台北山の羽黒神社例大祭と色

麻町ライスフィールドに出演しています。8月には実際に

秋田と鳥取に行き、西馬音内盆踊りや因幡の傘踊りの祭

典に参加しています。12月には子ども学科舞踊発表会に

様々な演目で出演しています。また実力向上を目的とする

強化合宿を年2回3月と7月に行っています。今年度は5

月に尚絅学院同窓会総会、9月

登米支部総会でも踊りを披

露しました。現在、各学

年合わせて約30名強

の部員が所属していま

す。 ま た 他 に は な い

OG・OB の先輩方も毎

週参加し熱心に指導して

頂き、部員全員でさらなる向

上を目指し取り組んでいます。

民俗舞踊クラブもくもく部長：　２年 岡山 眞子

vol.45教職員エッセイ

中高教員

長田　可奈

梅の花

集合写真
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ストップ温暖化センターみやぎ

吉田　美緒さん
2011年　尚絅学院大学生活環境学科　卒業

［ 卒業生コラム ］

vol.45
大学で学んだ「地球温暖化」問題が
人生の転機に。これからも
環境問題の啓発活動に全力投球!

１.�この仕事を選択した理由と、�
仕事に就いて感じることを�
お聞かせ下さい。

　以前からメディア報道などで多少の知識は持ってい

ましたが、大学で改めて「地球温暖化」について学んだこ

とで私達が直面している状況に危機感を覚えました。私自

身も何かできないかと思い、宮城県地球温暖化防止活動推進

員として委嘱を受け、MELONの取組みに関わったり、研究室で

子どもたちを対象とした環境授業をしていく中で卒業後も何らかの形

で関われたらという思いが叶い、現在の職に就くことができました。

　現在、小学校での環境学習や家庭からCO2を削減するためのアドバ

イス(うちエコ診断)の実施など「地球温暖化防止」に対する普及啓発

を行っています。大学の授業で得た知識や経験だけでなく、

そこからできた人との繋がりが今も続いていることを常

に実感しています。

　地球温暖化は世界共通の問題であり、強い台風や集中

豪雨、猛暑日（最高気温35℃以上）の増加などここ数年、

毎年のように報告されその影響が既に出始めています。

　私たちができることは実は日常にたくさんあり、一人ひとりが行動を

起こさなければこの問題は解決できないと切実に思っています。

２.�温暖化問題について、尚絅と関わりある�
取り組みや参加している学生に声をかけると�
したら？�また今後の活動予定は？

　環境活動サークル「FROGS」はMELON主催イベントに出展するなど、

一緒に活動をしてくれています。学生たちには今後も積極的に活動を

継続してもらい、その活動を通して様々な人や企業、団体とのネットワ

ークを築いてほしいと思っています。

　私は今後も環境学習などで幅広い世代の人たちへ普及啓発を通して、

「地球温暖化防止」への関心や行動を起こすためのきっかけとなるよう

活動していきます。

2004年4月　 尚絅学院高等学校　入学
2007年3月　 　　　  同　　　 　卒業
2007年4月　 尚絅学院大学生活環境学科　入学
2011年3月　 　　　  同　　　　　　　 　卒業
2011年　 　  公益財団法人 みやぎ・環境とくらし・ネッ

トワーク　入社・現在に至る

尚絅学院大学参加MELONフェスタのブース

環境学習
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11
月
９
日（
水
）

収
穫
感
謝
礼
拝

　

野
菜
や
果
物
、
お
米
な
ど
秋
の
お
い

し
い
収
穫
物
が
持
ち
寄
ら
れ
た
大
学
礼

拝
堂
で
、
11
月
9
日（
水
）に
収
穫
感
謝

礼
拝
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
歌
声

が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。
礼
拝
後
に
年

長
児
が
、
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

大
学
の
職
員
の
方
に
収
穫
物
を
届
け
、

日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
よ
い

時
間
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
収
穫
物
を
使
っ
て
、
さ
つ
ま
い
も
蒸
し

パ
ン
や
カ
レ
ー
、
焼
き
芋
な
ど
に
し
て
み

ん
な
で
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

礼
拝
を
通
し
て
、
神
様
や
周
り
の
人
た

ち
の
は
た
ら
き
を
知
り
、
自
然
の
恵
み

に
感
謝
の
気
持
ち
を
も
ち
な
が
ら
今
後

も
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
幼
稚
園
教
員　

澤
口�

美
咲
）

12
月
14
日（
水
）～
16
日（
金
）

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

　

園
庭
が
雪
で
白
く
覆
わ
れ
た
12
月
14

日
（
水
）、
15
日
（
木
）、
16
日
（
金
）に
幼

稚
園
の
遊
戯
室
に
て
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
年
中
組
、
年
長
組

は
縦
割
り
で
礼
拝
を
守
り
、
こ
の
日
の

た
め
に
自
分
た
ち
で
セ
リ
フ
を
考
え
、

一
生
懸
命
練
習
を
し
て
き
た
聖
誕
の
ペ

ー
ジ
ェ
ン
ト
を
し
ま
し
た
。
年
少
組
は

吊
り
人
形
で
の
聖
誕
劇
を
見
ま
し
た
。

こ
の
3
日
間
、
遊
戯
室
い
っ
ぱ
い
に
子

ど
も
た
ち
の
讃
美
歌
が
響
き
渡
り
ま�

し
た
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
方
と
一
緒
に
キ
ャ

ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
も
行
い
ま
し
た
。
静

か
に
灯
る
ろ
う
そ
く
の
火
を
見
つ
め
な

が
ら
、
み
ん
な
で
心
静
か
に
神
様
の
誕

生
を
喜
び
、
お
祝
い
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

�

（
幼
稚
園
教
員　

村
松�

玲
奈
）

11
月
10
日（
木
）

性
教
育
講
演
会

　

私
は
、
性
教
育
講
演
会
に
参
加
し

て
、１
つ
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

そ
れ
は
、「
親
に
な
る
」と
い
う
難
し

さ
で
あ
る
。
親
は
子
ど
も
を
元
気
に
成

長
さ
せ
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
親
は
そ
れ
な
の
に
い
つ
し

か
手
離
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

親
が
い
つ
ま
で
も
子
供
だ
と
思
っ
て
い

て
も
、
実
は
も
う
大
人
ら
し
い
こ
と
を

考
え
ら
れ
た
り
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
、
私
は
こ
れ
か
ら
の
生
活
し

て
い
く
中
で
、「
親
に
な
る
」
準
備
を
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。
ど
う
し
て
、
い

ず
れ
全
て
失
う
の
に
、
大
切
な
も
の
が

増
え
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

（
2
年　

仁
藤�

福
）

11
月
3
日（
木
）

地
域
と
の
交
流
会

　

今
回
で
9

回
目
と
な
る

「
地
域
と
の
交

流
会
」
が
11

月
3
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
天

気
に
恵
ま

れ
、
良
き
交

流
日
と
な
り

ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ

ム
は
開
会
礼

拝
に
始
ま
り

ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
や
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
、

校
内
を
め
ぐ

り
な
が
ら
の

交
流
ゲ
ー
ム

と
、
あ
っ
と
い
う
間
の
ひ
と
時
で
し
た
。

　

私
が
今
回
の
交
流
会
の
中
で
最
も
印

象
深
か
っ
た
の
は
全
員
合
唱
で
す
。
世

代
を
超
え
、
会
場
に
い
る
す
べ
て
の
人

達
が
「
ふ
る
さ
と
」
な
ど
を
歌
っ
て
い
る

姿
に
大
き
な
一
体
感
を
感
じ
ま
し
た
。

　

地
域
と
の
交
流
会
は
地
域
と
尚
絅
の

つ
な
が
り
を
深
め
る
行
事
で
す
。
今
後

も
交
流
を
通
じ
て
多
く
の
こ
と
を
学
び

た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
2
年　

小
室�

恭
平
）

中
学
校
・
高
等
学
校

中
学
校

　

2
月
の
第
一
日
曜
日
は
、バ
プ
テ

ス
ト
・
デ
ー
で
す
。バ
プ
テ
ス
ト
と

は
、尚
絅
学
院
の
創
設
者
で
あ
る

宣
教
師
ら
を
派
遣
し
た
キ
リ
ス
ト

教
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の一
教
派
で
す
。

　

１
８
７
３
年
2
月
、
日
本
に
最

初
の
バ
プ
テ
ス
ト
派
の
宣
教
師
で

あ
る
ネ
イ
サ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
、
ジ
ョ

ナ
サ
ン
・
ゴ
ー
ブ
ル
両
宣
教
師
夫

妻
が
横
浜
に
到
着
し
、
伝
道
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
最
初
の
宣
教
師
た
ち
の
働

き
は
目
覚
ま
し
く
、
特
に
ジ
ョ
ナ

サ
ン
・
ゴ
ー
ブ
ル
は
初
め
て
の
日

本
語
聖
書
（
マ
タ
イ
福
音
書
）の

発
行
を
行
い
、
ネ
イ
サ
ン
・
ブ
ラ

ウ
ン
は
福
音
書
全
巻
の
翻
訳
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。

　

彼
ら
が
翻
訳
し
た
聖
書
の
日

本
語
は
、
現
在
私
た
ち
が
使
っ
て

い
る
ひ
ら
が
な
表
記
、
句
読
点
な

ど
の
起
源
と
な
り
ま
し
た
。

宗教主任からの

メッセージ

田所義郎

⑤

幼
稚
園

あ
な
た
が
た
は
行
っ
て
、す
べて
の
民

を
わ
た
し
の
弟
子
に
し
な
さ
い
。彼
ら

に
父
と
子
と
聖
霊
の
名
に
よっ
て
洗

礼
を
授
け
、あ
な
た
が
た
に
命
じ
て

お
い
た
こ
と
を
す
べて
守
る
よ
う
に
教

え
な
さ
い
。わ
た
し
は
世
の
終
わ
り
ま

で
、いつ
も
あ
な
た
が
た
と
共
に
い
る
。

�

（
マ
タイ
に
よ
る
福
音
書
28
章
19
、20
節
）

各学校からの
お知らせ

情報
掲示板

2016年から2017年へ。
すべての人々が羽ばたく
良い年になりますように！

※�

宮
城
大
学
看
護
学
部
よ
り
塩
野

悦
子
先
生
を
お
招
き
し
て
行
わ

れ
た
今
年
の
性
教
育
講
演
会
の

テ
ー
マ
は
「
中
学
生
の
た
め
の
親

に
な
る
備
え
」
で
し
た
。
妊
婦
体

験
や
、
教
員
が
迫
真
の
演
技
（
？
）

で
お
届
け
す
る
お
産
劇
も
途
中
に

は
さ
み
な
が
ら
、
親
に
な
る
た
め

に
必
要
な
健
康
な
か
ら
だ
や
情

緒
の
安
定
、
経
済
力
、
異
性
へ
の

理
解
な
ど
に
つ
い
て
楽
し
く
真
剣

に
学
び
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
か
ら
の
反
響
も
大

き
く
様
々
な
感
想
文
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
一
つ
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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情報掲示板 各学校からのお知らせ

新
し
い
ク
リ
ス
マ
ス

　

中
高
で
は
、
今
年
度
か
ら
、
11
月
末

の
ア
ド
ベ
ン
ト
か
ら
１
月
の
公
現
節
ま

で
を
後
期
キ
リ
ス
ト
教
教
育
月
間
と
位

置
づ
け
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
意
味
を
じ
っ

く
り
考
え
、
そ
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う

た
め
の
新
し
い
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
、
11
月
25
日

の
ア
ド
ベ
ン
ト
・
プ
レ
礼
拝
、
そ
し
て
夕

方
に
行
わ
れ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
点

灯
式
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
点
灯
式
の

企
画
は
、
宗
教
部
。
合
唱
部
・
家
政
科

学
部
・
放
送
部
が
お
手
伝
い
を
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
朝
の
礼
拝
が
毎
回
ク

リ
ス
マ
ス

礼
拝
と
な

っ
て
、
近
隣

の
教
会
の

牧
師
さ
ん
、

数
年
来
ク

リ
ス
マ
ス

献
金
を
し

て
そ
の
働
き
の
た
め
に
祈
っ
て
き
た
施

設
や
団
体
で
働
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
先

生
方
な
ど
か
ら
、
お
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
礼
拝
も
毎
週

行
わ
れ
、
週
の
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た
賛

美
礼
拝
や
中
学
生
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス

童
話
の
朗
読
と
キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
な
ど
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た

こ
の
期
間
、
街
頭
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
募

金
や
東
日
本
大
震
災
被
災
地
で
行
わ
れ

た
ク
リ
ス
マ
ス
で
の
奉
仕
活
動
に
、
宗

教
部
や
書
道
部
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
迎
え
た
12
月
23
日
の
ク
リ

ス
マ
ス
礼
拝
は
、
賛
美
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
中
心
と
し
た
音
楽
礼
拝
の
形
式
で
行

い
ま
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
ヨ
ハ
ネ
に

よ
る
福
音
書
3
章
16
節
か
ら
、「
こ
の

世
に
来
ら
れ
た
ま
こ
と
の
光
」
と
い
う

題
で
、
宗
教
主
任
の
田
所
義
郎
先
生
に

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
合
唱
部
と
管

弦
楽
部
・
室
内
楽
部
に
賛
美
を
リ
ー
ド

し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
全
校
生
徒
と
教

職
員
が
声
を
合
わ
せ
て
賛
美
を
し
ま
し

た
。
豊
か
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
浴
び
な
が

ら
賛
美
と
祈
り
を
重
ね
る
こ
と
の
で
き

た
豊
か
な
１
カ
月
で
し
た
。

（
中
高
教
員　

齊
藤�

直
美
）

12
月
10
日（
土
）

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

７
校
合
同
ク
リ
ス
マ
ス

　

他
校
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
ス

ク
ー
ル
と
共

に
行
わ
れ
た

合
同
ク
リ
ス

マ
ス
で
、
私

達
宗
教
部
は
ク
リ
ス
マ
ス
募
金
の
呼
び

か
け
を
し
た
。
道
行
く
人
に
２
つ
の
募

金
の
趣
旨
を
伝
え
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
は
難
し
い
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
人
そ

れ
ぞ
れ
の
心
の
中
に
様
々
な
葛
藤
が
あ

る
た
め
行
動
に
移
す
の
は
勇
気
の
い
る

こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
た
く
さ
ん
の
方

が
募
金
に
協
力
し
て
く
れ
た
。
冬
場
で

あ
る
た
め
足
先
ま
で
と
て
も
寒
か
っ
た

は
ず
だ
が
、
募
金
活
動
を
通
し
て
心
の

温
か
さ
に
触
れ
、
寒
さ
な
ど
あ
ま
り
感

じ
な
く
、
と
て
も
感
動
し
た
。

　

募
金
に
協
力
し
て
く
れ
た
方
々
の
思

い
が
、
世
界
の
苦
し
ん
で
い
る
人
々
に

届
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

（
宗
教
部
長　

２
年　

鳥
山�

佳
奈
子
）

11
月
14
日（
月
）～
18
日（
金
）

修
学
旅
行　

沖
縄

�

（
総
進
コ
ー
ス
）

　

総
合
進
学
コ
ー
ス
は
11
月
14
日
か
ら

５
日
間
、
沖
縄
県
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

11
月
と
は
思
え
な
い
く
ら
い
の
暑
さ

で
驚
き
ま
し
た
。

　

私
が
こ
の
修
学
旅
行
で
感
じ
た
こ
と

は
、
沖
縄
の
人
達
の
温
か
さ
で
す
。

　

バ
ス
の
中
で
は
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
が
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も
載
っ
て
い
な
い
よ
う

な
沖
縄
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

国
際
通
り
で
は
と
て
も
フ
レ
ン
ド
ー

な
人
が
多
く
時
間
が
足
り
な
い
く
ら
い

楽
し
か
っ
た
で
す
。
民
泊
で
は
フ
ォ
ト

フ
レ
ー
ム
を
作
っ
た
り
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
や
景
色
の
良
い
場
所
に
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
っ
た
り
と
沖
縄
の
隅
々
ま
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
の
4
泊
5
日
で
最
高

に
楽
し
く
て
思
い
出
に
残
る
修
学
旅
行

と
な
り
ま
し
た
。

（
修
学
旅
行
委
員
長　

２
年　

津
島�

奈
々
恵
）

11
月
15
日（
火
）～
18
日（
金
）

修
学
旅
行　

九
州

�

（
特
進
コ
ー
ス
）

　

11
月
15
日
、

4
日
間
の
修
学

旅
行
が
あ
り
ま

し
た
。
テ
ー
マ

は
、
九
州
の
歴

史
を
学
ん
で
現

在
の
日
本
を
考

え
直
す
と
い
う

も
の
で
、
私
自

身
そ
の
よ
う
な

観
点
を
持
っ
て
旅
行
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
原
爆
資
料

館
な
ど
を
訪
れ
る
う
ち
に
、
当
時
の
長

崎
の
様
子
を
見
て
、
戦
争
を
な
く
す
た

め
に
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
福
岡
市
内
で
の

自
主
研
修
で
は
、
集
団
行
動
の
大
切
さ

や
時
間
の
配
分
に
気
を
つ
け
る
必
要
性

を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ
ウ
ス
テ
ン

ボ
ス
や
九
州
国
立
博
物
館
な
ど
の
九
州

の
名
所
に
も
実
際
に
行
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
回
の
旅
行
で
、
こ
れ
か
ら

の
学
校
生
活
に
生
か
す
べ
き
経
験
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

�

（
2
年　

高
橋�

朔
太
郎
）

高
等
学
校
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12
月
16
日（
金
）

高
１
・
キ
ャ
リ
ア
セ
ミ
ナ
ー

　

12
月
16
日（
金
）、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
ハ
ー
ベ
ス
ト
や
尚
絅
学
院
同
窓
会

の
協
力
を
得
て
29
名
の
社
会
人
市
民
講

師
の
方
々
を
お
招
き
し
、
キ
ャ
リ
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
普
段
、
専

門
職
の
方
々
の
お
話
を
伺
う
機
会
が
な

い
た
め
、
膝
を
交
え
て
談
話
形
式
で
お

話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
生

徒
た
ち
に
と
っ
て
大
変
実
り
の
多
い
時

間
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
講
座
に
参
加

し
て
い
る
時
の
生
き
生
き
し
た
表
情

や
、
真
剣
な
表
情
で
必
死
に
メ
モ
を
取

る
生
徒
の
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
多
く
の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

開
催
で
き
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。�

（
中
高
教
員　

佐
藤　

郁
恵
）

進
路
就
職
課
・
金
融
セ
ミ
ナ
ー

　

卒
業
生
に
、
い
つ
か
ら
就
職
活
動
を

意
識
し
て
い
た
か
を
聞
く
と
、
3
年
後

期
と
の
回
答
が
最
も
多
い
の
で
す
が
、

も
っ
と
早
く
行
動
す
れ
ば
良
か
っ
た
と

の
反
省
も
同
じ
く
ら
い
聞
か
れ
ま
す
。

　

進
路
就
職
部
で
は
、
そ
の
声
に
応
え

る
た
め
、
3
、
4
年
生
対
象
の
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
や
学
内
企
業
説
明
会
な
ど
に

低
学
年
の
学
生
も
参
加
可
能
と
し
て
い

ま
す
。

　

先
日
、
金
融
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た

1
年
生
か
ら
は
「
金
融
業
へ
の
理
解
が

深
ま
っ
た
。
1
年
生
か
ら
学
べ
る
機
会

が
あ
っ
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

3
、
4
年
生
へ
の
支
援
強
化
は
勿
論

で
す
が
、
低
学
年
へ
の
支
援
も
強
化
す

る
こ
と
で
、
学
年
を
超
え
て
学
び
合

え
、
進
路
を
見
据
え
た
学
生
生
活
を
送

れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
機
会
を
増
や
し

て
参
り
ま
す
。

�

（
進
路
就
職
課
長　

中
村�

節
子
）

12
月
7
日（
水
）

弘
光
科
技
大
学（
台
湾
）

�

特
別
講
義
に
つ
い
て

　

12
月
7
日（
水
）、

昨
年
協
定
を
締
結

し
た
台
湾
の
弘
光

科
技
大
学�

国
際
交

流
部
長
タ
イ
ガ
ー
・

テ
ィ
エ
ン
先
生
と
国

際
交
流
担
当
グ
レ
イ

ス
・
ヤ
ン
氏
が
来
校

し
、
テ
ィ
エ
ン
先
生
に
よ
る
特
別
講
義

「
台
湾
の
文
化
と
広
告
産
業
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
8
月
に
台
湾
夏
期
研
修

に
参
加
し
た
学
生
を
含
め
約
30
名
が
聴

講
し
、
自
分
の
考
え
が
自
国
の
文
化
に

影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
台
湾
の
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
映
像
を
紹
介
し
な
が
ら
日
台

を
比
較
し
、
国
や
時
代
に
よ
っ
て
“
文

化
”
も
変
化
す
る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。
多
く
の
学
生
が
異
文
化
に
触
れ

る
楽
し
さ
を
知
り
、
国
際
交
流
に
興
味

を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

�

（
連
携
交
流
課　

照
井�

あ
ゆ
み
）

き
行
わ
れ
た
礼
拝

で
は
田
所
宗
教
主

任
に
よ
っ
て
「
光
が

導
く
と
こ
ろ
へ
」

（
午
前
の
部
）「
暗
闇

を
照
ら
す
真
の
光
」

（
午
後
の
部
）
と
題

し
た
奨
励
が
あ
り
、
聖
歌
隊
に
よ
る
特

別
賛
美
・
献
金
も
行
わ
れ
、
大
変
厳
か

に
礼
拝
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

続
い
て
、
学
内
外
で
顕
著
な
活
躍
を
し

た
卒
業
生
・
在
学
生
・
教
職
員
を
学
長

が
表
彰
す
る
尚
絅
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー
の
授

賞
式
が
行
わ
れ
、
計
５
名
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
午
前
の
部
で
は

ア
ド
ヴ
ェ
ン
ト
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
式
も
行
い
、
子
ど
も
学
科
の
福

地
さ
ん
が
最
優
秀
の
表
彰
状
を
受
け
取

り
ま
し
た
。
最
後
に
「
音
楽
と
表
現
」

履
修
者
と
「
音
楽
Ⅱ
」
履
修
者
に
よ
る

合
唱
と
佐
藤
淳
一
に
よ
る
独
唱
が
演
奏

さ
れ
、
盛
沢
山
で
は
あ
り
ま
し
た
が
充

実
し
た
時
間
を
学
生
と
教
職
員
と
一
同

で
共
有
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

（
宗
教
部
長　

佐
藤�

淳
一
）

12
月
20
日（
火
）

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

　

２
０
１
６
年
度
の
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

は
、
12
月
20
日（
火
）の
午
前
に
人
間
心

理
・
子
ど
も
・
健
康
栄
養
の
各
学
科
、

午
後
は
表
現
文
化
・
現
代
社
会
・
生
活

環
境
・
環
境
構
想
の
各
学
科
を
対
象
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
冒
頭
に
は
前
年
度
カ
ン
ボ
ジ
ア
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア
ー
に
出
か
け
た
学
生
に
よ
る

報
告
会
を
行
い
、
改
め
て
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
現
状
と
子
供
た
ち
の
人
権
に
つ
い
て

考
え
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続

大
　
学
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情報掲示板 各学校からのお知らせ

こ
の
春
は
ば
た
い
て
い
く

�

尚
絅
学
院
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
へ

　
尚
絅
学
院
を
卒
業
す
る
生
徒
・
学
生
の
皆
さ
ん
、そ
し
て
保
護
者
の
皆
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
新
し
い
進
路
に
向
か
い
、輝
く
希
望
を

も
っ
て
、
新
し
い
歩
み
を
始
め
る
一
人
一
人
を
き
っ
と
神
様
も
祝
福
し
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
中
学
校
、
高
等
学
校
を
卒
業
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、
校
舎
だ
け
で

な
く
、
体
育
館
、グ
ラ
ン
ド
も
す
べ
て
完
成
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
で
卒
業
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
ね
。
大
学
を
卒
業
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、ゆ
り
が
丘
の
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、「
自
主
的
・
能
動
的
」に
、4
年
間
学
習
、課
外
活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
に
全
力
を
尽
く
し
ま
し
た
ね
。
卒
業
す
る
皆
さ
ん
は
尚
絅
学
院

の
建
学
の
精
神
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
精
神
を
礼
拝
や「
尚
絅
学
」で
学
び
、特
に

「
他
者
と
共
に
」と
い
う
生
き
方
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
人
々
が
お
互
い
を
信

頼
で
き
る
人
間
社
会
を
創
る
こ
と
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。
尚
絅
学
院
で
学
ん

だ
こ
と
を
誇
り
と
し
て
、皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
と
、未
だ
復
興
途

上
に
あ
る
東
北
の
た
め
に
、
混
迷
す
る
国
際
社
会
の
平
和
の
た
め
に
、
大
い
に

活
躍
し
て
く
だ
さ
い
。そ
れ
が
、皆
さ
ん
の
幸
福
な
人
生
に
繋
が
る
は
ず
で
す
。

高
等
学
校　

３
年

柳
瀬　

そ
ら

　

私
は
合
唱
部
に
所
属
し
、部
長

を
務
め
た
こ
と
で
物
事
の
考
え
方

や
人
と
の
関
わ
り
な
ど
沢
山
の
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。困
難
が
立
ち

は
だ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、あ
き
ら
め
ず
仲
間
達
と
最
後

ま
で
や
り
と
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、勉
強
で
も
気
を
抜
か
ず

に
頑
張
っ
た
こ
と
で
第
一
志
望
の

大
学
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。将
来
は
小
学
校
教
諭
と
し

て
働
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
の
経
験
を
大
切
に
、今

後
の
大
学
生
活
で
も
積
極
的
に
学

び
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

大
学　

子
ど
も
学
科阿

部　

友
紀

　

子
ど
も
学
科
に
入
学
し
て
か
ら

早
４
年
、大
学
生
活
に
胸
を
躍
ら

せ
て
い
た
あ
の
頃
を
思
い
出
し
ま

す
。専
門
的
な
知
識
に
難
し
さ
を

感
じ
な
が
ら
も
、新
し
い
出
会
い
、

サ
ー
ク
ル
活
動
、
課
外
授
業
な

ど
、毎
日
が
充
実
し
た
日
々
で
し

た
。そ
の
中
で
も
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
は
特
に
思
い
出
深
く
、４
年
目

の
集
大
成
と
し
て
歌
い
上
げ
た

「
何
度
で
も
」は
、こ
れ
か
ら
社
会

に
出
て
行
く
私
た
ち
に
染
み
る�

一
曲
と
な
り
ま
し
た
。４
月
か
ら
、

私
は
保
育
士
と
し
て
社
会
へ
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。未
だ

見
ぬ
世
界
に
不
安
は
あ
り
ま
す

が
、困
難
に
直
面
し
た
際
に
は
、学

び
を
共
に
し
た
仲
間
を
思
い
出

し
、前
を
向
い
て
歩
い
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

大
学
院　

健
康
栄
養
科
学
専
攻

平
野　

毬
菜

　

２
０
１
５
年
4
月
、私
は
尚
絅
学

院
大
学
大
学
院
に
入
学
い
た
し
ま

し
た
。期
待
と
不
安
を
抱
え
、大
学

院
の
健
康
栄
養
科
学
専
攻
の
先
生

方
、先
輩
方
に
ご
挨
拶
を
し
た
こ

と
が
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

大
学
院
生
と
な
っ
て
か
ら
は
、

常
に
緊
張
感
を
持
ち
、取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の
中
で
、

失
敗
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、そ

こ
か
ら
得
た
こ
と
も
あ
り
、充
実

し
た
日
々
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

授
業
の
一
環
と
し
て
、学
部
の
学

生
さ
ん
や
先
生
方
の
前
で
発
表
さ

せ
て
い
た
だ
く
機
会
も
あ
り
、非

常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
院
生
と
し
て
過
ご
し
た
こ

の
2
年
間
、様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
、多

く
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
こ

と
を
忘
れ
ず
、こ
れ
か
ら
の
生
活

に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
院
長

佐
々
木�

公
明

       

卒
業
生
よ
り

09

SHOKEI Vol.512

SHOKEI512-掲示板_六[06-11].indd   9 2017/02/03   11:49



２
０
１
６
年
度
尚
絅
学
院
同
窓
会
拡
大
版

　

本
部
役
員

が
心
を
込
め

て
作
成
し
た

今
回
の
ク
リ

ス
マ
ス
マ
ー

ド
は
、
手
作

業
が
苦
手
と

い
う
役
員
に

も
手
軽
に
作
れ
る

デ
ザ
イ
ン
を
考
え

ま
し
た
。
大
先
輩

の
皆
様
に
喜
ん
で

頂
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
改

め
て
永
年
に
亘
り

カ
ー
ド
を
作
成
し
て
く
だ
さ
っ
た
仙
南

支
部
の
皆
様
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

作
業
を
終
え
す
っ
か
り
手
慣
れ
た
役
員

一
同
。
来
年
の
カ
ー
ド
も
お
楽
し
み
に
。

会
　
長
　
　
菊
地 

和
子

　

役
員
一
人
一
人
が

む
つ
み
の
く
さ
り

の
如
く
連
な
り
、

同
窓
会
の
役
割
を

果
し
て
参
り
ま
す
。

�

副
会
長
　
　
小
島 

典
子

　

尚
絅
は
学
生
時

代
か
ら
私
に
素
敵

な
出
会
い
を
沢
山

贈
っ
て
下
さ
り
感

謝
で
す
。

�

副
会
長
　
　
篠
田 

芳
美

　

同
窓
生
の
方
々

と
接
す
る
機
会
に

恵
ま
れ
、
新
た
な

繋
が
り
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

�

会
　
計
　
　
赤
坂 

光
子

菊
地
会
長
の
元
、

尚
絅
同
窓
会
ま
す

ま
す
発
展
の
た
め

役
員
一
同
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
っ
て

お
り
ま
す
。

�

会
　
計
　
　
内
海 

奈
保
子

　

趣
味
は
写
真
。

G
O
O
D
N
E
S
S

に

生
き
る
皆
様
を
「
単

焦
点
」で
撮
る
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

書
　
記
　
　
昆
野 

喜
根
子

　

尚
絅
を
定
年
で

や
め
て
か
ら
同
窓

会
の
役
員
と
し
て

働
け
る
幸
せ
を
感

じ
て
い
ま
す
。

�

役
　
員
　
　
熊
谷 

史
子

　

本
部
役
員
と
し

て
右
往
左
往
の

日
々
で
す
。
ま
だ

初
心
者
マ
ー
ク
は

外
せ
ま
せ
ん
。

�

役
　
員
　
　
宍
戸 

弥
生

　

若
い
役
員
の
方
々

か
ら
活
力
を
頂
き
、

役
を
務
め
て
お
り

ま
す
。

役
員
　
　
瀬
谷 

眞
代

　

私
の
任
期
中
に
同

窓
生
若
手
の
方
を
交

え
て
の
イ
ベ
ン
ト
を

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

高
校
、
短
大
を
尚

絅
で
学
び
、
青
春
時

代
を
過
ご
し
た
故
郷

仙
台
。
結
婚
後
は
主

人
の
勤
務
先
の
栃
木

で
の
暮
し
。「
青
葉

城
恋
歌
」
を
聞
い
た

時
は
懐
か
し
さ
で
一

杯
で
し
た
。
五
十
歳

で
仙
台
に
移
住
。
今

春
に
は
、
孫
が
尚
絅

大
学
を
卒
業
し
ま

す
。
現
在
私
が
活
動

し
て
い
る
某
委
員
会
で
、
M
さ
ん
と
出

合
っ
て
二
年
。
最
近
、
彼
女
も
尚
絅
出

身
と
知
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
に
誘
わ

れ
ま
し
た
。五
十
数
年
振
り
で
し
た
が
、

一
瞬
で
高
校
生
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
同
じ
学
舎
を
共
に
し
た
方
達
に
包

ま
れ
て
い
る
安
堵
感
は
、
と
て
も
心
地

の
良
い
も
の
で
し
た
。
パ
イ
プ
オ
ル
ガ

ン
の
調
べ
と
共
に
礼
拝
が
始
ま
り
、
牧

師
様
の
体
験
談
に
感
銘
を
受
け
、
ハ
レ

ル
ヤ
コ
ー
ラ
ス
に
感
動
し
、
有
意
義
な

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
誘
っ
て
下
さ
っ

た
M
さ
ん
に
感
謝
致
し
ま
す
。

�

（
昭
42
年
短
食
卒　

稲
辺�
百
合
子
）

●
ク
リ
ス
マ
ス
献
金
報
告

　

こ
の
日
出
席
者
よ
り
お
捧
げ
頂
き
ま

し
た
献
金
額
は
８
８
，
６
６
０
円
で
し

た
。
全
額
、
中
高
建
設
基
金
へ
寄
附
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

亘
理
支
部  

千
葉 

さ
よ

 

（
昭
44
年
短
英
卒
）

二
つ
の
母
国

　

私
は
中
学
か
ら
短
大
卒
業
ま
で
の

8
年
間
を
尚
絅
で
過
ご
し
ま
し
た
。

卒
業
後
、
宣
教
師
の
ブ
リ
ト
ル
先
生

の
ご
指
導
に
よ
り
、
米
国
バ
ー
モ
ン

ト
州
セ
ン
ト
・
マ
イ
ケ
ル
ズ
大
学
に

2
年
間
留
学
致
し
ま
し
た
。
帰
国

後
、
大
学
で
知
り
合
っ
た
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
か
ら
の
留
学
生
と
文
通
し
、

１
９
７
２
年
に
結
婚
し
、
夫
の
国
で

新
生
活
を
始
め
ま
し
た
。

　

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
母
国
語
は
ス
ペ
イ

ン
語
で
、
結
婚
後
は
夫
の
家
族
と
同

居
し
、
ス
ペ
イ
ン
語
の
語
学
教
室
に

通
い
な
が
ら
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け

ま
し
た
。
そ
の
間
、
二
人
の
子
に
恵

ま
れ
、
38
歳
で
日
本
航
空
カ
ラ
カ
ス

支
店
に
就
職
し
ま
し
た
。
4
年
後
に

独
立
し
旅
行
会
社
を
設
立
し
、
現
在

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
近
年
は
、

息
子
に
会
社
を
任
せ
、
実
家
の
あ
る

亘
理
と
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
を
半
年
ず
つ
行

き
来
す
る
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

　

遠
く
離
れ
た
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
過
ご
し

た
日
々
、尚
絅
で
過
ご
し
た
学
生
生
活

は
私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
宝
で

し
た
。そ
し
て
何
年
が
過
ぎ
て
も
同
窓

会
で
皆
様
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
で
楽

し
い
時
間
を
持
つ
こ
と
が
出
来
、感
謝

し
て
お
り
ま
す
。今
後
も
会
の
繁
栄
を

お
祈
り
し
ま
す
。

本
部
役
員
紹
介

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

高
齢
同
窓
生
ヘ

手
作
り
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
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情報掲示板

　
「
む
つ
み
の
く
さ

り
復
刊
第
11
号
」を

２
０
１
５
年
12
月

17
日
に
発
刊
致
し

ま
し
た
。内
容
を
一
部
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

●
中
学
校
・
高
等
学
校
新
校
舎
の
紹
介

●
尚
絅
学
院
は
い
ま
・
こ
れ
か
ら

●
同
窓
会
活
動

●
歴
代
同
窓
会
会
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

● 

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
～
校
歌
・
学
院
歌

に
想
う
～

● 

時
を
超
え
て
ブ
ゼ
ル
先
生
の
思
い
出

に
ふ
れ
る

●
広
瀬
校
舎
の
お
も
い
で

等
の
内
容
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

ご
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
同
窓

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
1
部

１
，０
０
0
円
に
な
り
ま
す
。

　
新
旧
支
部
長
挨
拶

む
つ
み
の
く
さ
り

�

復
刊
第
11
号
刊
行

支部名 開催予定日 支部長
関西 6月17日 祖川かつ子
山形 6月24日 佐藤　徳子
名取 7月1日 斎藤　幸子
岩沼 7月8日 鬼澤　洋美
塩釜 7月15日 遠藤　和子
岩手 7月22日 道又百合子

北海道 9月2日 小野　樹子
亘理 9月16日 高橋　泰子
登米 9月30日 管野　紘子
大崎 10月7日 佐藤千恵子

気仙沼 10月28日 昆野　牧恵
仙南 11月4日 上西　則子
石巻 11月11日 渡辺　静枝
東海 11月18日 越後ひろ子

関東クリスマス 12月2日 立沢千恵子

総　会 日程：2017年5月20日（土）
場所：江陽グランドホテル

八三会
日時：2017年8月3日（木）
場所：北山輪王寺内
　　��キリスト教墓地

クリスマ
ス礼拝

日時：2017年11月25日（土）
場所：中学校・高等学校礼拝堂

本部行事

2017年度支部総会

同
窓
会
活
動
協
力
費
に
つ
い
て

　

尚
絅
誌
2
月
号
に
専
用
振
込
み
用
紙

が
同
封
さ
れ
ま
す
。
金
額
は
年
額
２
，

０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

お
願
い

　

会
員
の
皆
様
の
住
所
変
更
・
改
姓
等

が
あ
っ
た
場
合
や
、
ク
ラ
ス
会
・
同
期

会
開
催
時
に
名
簿
を
作
成
し
た
場
合

は
、
情
報
を
同
窓
会
へ
お
寄
せ
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
慎
重

に
管
理
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
先（
同
窓
会
事
務
局
）

◆
月
～
金
／
9
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
住
所
／
〒
９
８
０
ー
０
８
７
１

　

仙
台
市
青
葉
区
八
幡
１
ー
９
ー
27

◆
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
／
０
２
２
ー
２
６
４
ー
５
８
３
０

◆
E
メ
ー
ル
／do

so
kai@

sho
kei.ed.jp

大
槻�

恵
子　

様　

�

金
三
〇
、〇
〇
〇
円

小
笠
原�

義
道　

様　

�

金
五
、〇
〇
〇
円

同
窓
会
へ
の
ご
寄
付
に
、

�

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

個
人

　

四
年
の
支
部
長
時
代
は
皆
様
に
お
支

え
戴
き
、
無
事
に
終
え
た
事
を
感
謝
致

し
ま
す
。

　

本
部
幹
事
会
の
熱
心
な
各
支
部
の
活

動
報
告
に
「
む
つ
み
の
く
さ
り
」を
ふ
く

ら
ま
せ
、
八
三
会
墓
前
礼
拝
で
ブ
ゼ
ル

先
生
に
は
じ
ま
る
「
建
学
の
精
神
」に
思

い
を
馳
せ
た
日
々
で
し
た
。

　

関
東
支
部
は
１
０
５
年
の
歴
史
あ
る

同
窓
会
で
す
。
東
京
・
神
奈
川
・
千
葉
・

埼
玉
の
各
最
寄
会
の
活
動
が
支
部
を
支

え
て
い
ま
す
。
尚
絅
の
精
神
と
伝
統
こ

そ
が
今
日
ま
で
同
窓
生
を
繋
い
で
い
る

の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
新
し
い
時
代
に
向
か
っ

て
若
い
力
に
大
い
に
期
待
し
て
進
ん
で

参
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　
「
か
た
く
結
べ
る
む
つ
み
の
く
さ
り

は
解
く
と
き
な
し
」
の
建
学
の
精
神
を

学
ん
だ
会
員
の
方
々
、
副
支
部
長
佐
々

木
淑
子
さ
ん
と
佐
藤
千
恵
子
さ
ん
、
他

素
晴
ら
し
い
役
員
の
方
々
に
支
え
ら
れ

8
年
間
楽
し
く
支
部
長
と
し
て
過
ご
す

こ
と
が
出
来
、
私
の
心
の
宝
物
と
な
り

ま
し
た
。

　

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

大
崎
支
部
長
に
就
任
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
佐
藤
千
恵
子
と
申
し
ま
す
。

　

大
崎
支
部
は
平
成
元
年
に
設
立
し
、

今
年
で
29
年
目
と
な
り
ま
す
。
尚
絅
の

教
育
目
標
で
あ
る
「
他
者
と
共
に
生
き

る
」
を
念
頭
に
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
と
ご
支
援
を
得
て
楽
し
い
支
部
活
動

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

十
数
年
に
わ
た
り
、
東
海
支
部
長
と

し
て
ご
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
致

し
ま
す
。
そ
の
間
、
沢
山
の
出
会
い
と

別
れ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
て
神
さ
ま

の
ご
計
画
の
中
に
あ
り
今
日
ま
で
続
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
事
に
、
大
き
な

恵
み
と
そ
の
思
い
を
次
の
方
に
託
し
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
名
古
屋
の
最
寄
会
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
ん
か
？
」
そ
ん
な
お
誘
い
か
ら
何

年
の
月
日
が
流
れ
た
事
で
し
ょ
う
。
親

の
介
護
、
子
供
の
病
気
、
主
人
も
送
り
、

今
ひ
と
り
に
な
り
改
め
て
自
分
の
生
き

方
を
問
わ
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
そ

ん
な
中
、
支
部
長
の
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
毎
年
人
が
集
ま
ら
ず
淋
し
い

で
す
が
、
あ
の
時
の
〝
と
き
め
き
〟〝
懐

か
し
さ
〟
を
継
い
で
一
人
で
も
多
く
の

仲
間
と
お
喋
り
出
来
る
事
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

前支部長

佐藤�了子

前支部長

辻�久子

新支部長

越後�ひろ子
前支部長

伊藤�八千穂

関
東
支
部

大
崎
支
部

東
海
支
部

新支部長

立沢�千恵子

新支部長

佐藤�千恵子
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